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○調 製  令和８年８月 

○版 数  第４版 

○編 集  防災局防災対策課 
 

  

（本対応マニュアルの位置づけ） 

 本対応マニュアルは、「田原市地震避難所運営チェックマニュアル」「田原市風水害避

難所開設運営マニュアル」に付随するものとして、感染症の感染拡大の防止のために必

要となる注意点や実施事項を記載しています。 

 チェックマニュアルや本対応マニュアルなどを参考として、指定避難所やサブ地域避

難所ごとの実情に合った運営を行うものとします。 
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 序章 総則  

 １ 作成の目的  

新型コロナウイルス感染症が感染拡大・蔓延する状況の中で、風水害や地震など災害が発生

し、市の指定避難所を開設する場合でも、避難所における感染拡大を防止し、避難所運営への

影響を最小限に止めるため、「避難所における新型コロナウイルス感染症対応マニュアル」を

令和２年５月に作成しました。 

 

（マニュアルの見直し） 

田原市新型コロナウイルス感染症対策本部（市健康課）等と連携を図り、新たな知見や国・県等

の動向などを踏まえ、必要に応じて適宜内容を見直ししてきました。 

また、新型コロナウイルス感染症が感染法上の５類へ移行されたことなどを受けて、令和８

年８月に、名称を「避難所における感染症対応マニュアル」に変更しました。 

 

 第１章 事前対策  

 １ 避難場所の分散化  

災害発生時、必要に応じて市の指定避難所（風水害 

・地震避難所等）を開設しますが、避難所等における  

感染拡大の防止のため、可能な限り多くの避難施設を 

開設します。 

 

（１）可能な限り多くの指定避難所の開設の検討 

①災害の種別によらない指定避難所の開設 

（風水害（台風等）による指定避難所の開設時） 

○風水害避難所の多くは地区市民館のため避難スペースに限りがあり、感染リスクが高い 

環境となる場合が想定されることから、状況・必要に応じて地震避難所を開設する。 

（地震による指定避難所の開設時） 

○地震避難所の体育館・多目的ホール・集会室等のほか、特別教室・会議室等も活用する。 

○地震避難所での避難スペースが不足した場合など、状況・必要に応じて風水害避難所を 

開設する。 

（共通事項） 

○開設にあたっては、関係する施設管理者及び地域コミュニティ（コミュニティ協議会・ 

自主防災会）と事前の調整・協議を行う。 

  ②車中泊・テント泊の開設（青空避難） 

○車中泊は積極的な推奨はしないが、指定避難所の開設状況や感染状況など、状況・必要 

に応じて指定避難所内の屋外（グラウンド･駐車場等）における避難者の車中泊・テン 

ト泊も開設する。 

○指定避難所内の開設の際は、エコノミークラス症候群など健康二次被害に配慮する。 

 

（２）指定避難所以外の避難所【サブ地域避難所】の開設の検討 

①サブ地域避難所の開設 

○指定避難所の開設状況や感染状況など、状況・必要に応じて指定避難所以外の避難所 

【サブ地域避難所】を開設する。 

  ○サブ地域避難所は、市民の生活圏を考慮して地域拠点である「地区集会所・公民館」を 
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想定し、関係する地域コミュニティ（コミュニティ協議会・自主防災会）により開設・ 

運営・物資の搬送等を行ってもらう。 

○サブ地域避難所を開設する場合、市災害対策本部（防災対策課）は、指定避難所を核と 

して、必要となる物資・情報の提供等を行う。 

○開設にあたっては、関係する地域コミュニティと事前の調整・協議を行う。 
 

（３）避難所以外への避難の検討 

①在宅避難の検討（市民による事前の準備・検討事項） 

○避難とは「難」を「避」けることで、災害時に避難生活が必要な方にとって指定避難所 

が過密状態になることを防ぐため、自宅で安全確保が可能な場合は感染リスクを負って 

まで避難所に行く必要はないことから、在宅避難することも事前に検討する。 

○自宅の耐震診断、耐震改修、家具固定、風水害への備え等、被災後も自宅で生活ができ 

る環境整備を進めておく。 

②親戚や知人宅等への避難の検討（市民による事前の準備・検討事項） 

○災害時に避難生活が必要な方にとって、指定避難所が過密状態になることを防ぐため、 

安全確保が可能な場合は、親戚や知人宅への避難・宿泊施設・車中等への避難も事前に 

検討する。 

③ホテル・旅館等の活用の検討 

○指定避難所等の開設状況や感染状況など、状況・必要に応じて、市内のホテル・旅館等 

の活用も検討する。 

○開設にあたっては、関係者と事前の調整・協議を行う。 

 

図 感染症の感染期における避難先のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ホテル・旅館等（状況・必要に応じて・可能な場合） 

【災害発生・発生の恐れ】 

 

○市の指定避難所 

風水害避難所（市民館等） 地震避難所（学校等） 

○自宅（安全確保が可能な場合、在宅避難） 

○親戚や知人宅等（安全確保が可能な場合、在宅避難・宿泊避難・車中等） 

○サブ地域避難所【地区集会所・公民館】 

（状況・必要に応じて開設） 

（状況・必要に応じて開設） 

車中泊・テント泊 

福祉避難所 
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 ２ 対応マニュアルの市民周知  

感染症が感染拡大・蔓延する状況の中で、風水害や地震など災害が発生し、指定避難所を開

設する場合は、感染リスクが高い環境下での集団生活になるため、感染症対策を徹底する必要

があります。 

そのため、市民による事前の準備・検討事項や指定避難所へ避難する場合の心得えなど、本

対応マニュアルの内容について、事前に広く市民に周知します。 
 

 

【市民による事前の準備・検討事項】 

（１）自宅の災害リスクの確認 

○「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスク（地震・津波・浸水害・土砂 

災害等）や、災害時に取るべき行動（自宅における垂直避難を含む。）を確認しておく 

こと。 
 

（２）在宅避難の検討 

○避難とは「難」を「避」けることで、災害時に避難生活が必要な方にとって指定避難所 

が過密状態になることを防ぐため、自宅で安全確保が可能な場合は感染リスクを負って 

まで避難所に行く必要はないことから、在宅避難することも事前に検討しておくこと。 

○自宅の耐震診断、耐震改修、家具固定、風水害への備え等、被災後も自宅で生活ができ 

る環境整備を進めておくこと。 
 

（３）親戚や知人宅等への避難の検討 

○災害時に避難生活が必要な方にとって、指定避難所が過密状態になることを防ぐため、 

安全確保が可能な場合は親戚や知人宅・宿泊施設・車中等に避難することも事前に検討 

しておくこと。 
 

（４）指定避難所等への避難時における必要物品の持参 

○指定避難所等へ避難する際は、できるだけマスクを着用すること。 

○市の備蓄物品にも限りがあります。指定避難所等へ避難する際は、食糧や飲料水など 

に加えて、マスク・アルコール消毒薬等、自身で必要な物品は持参し、各自が感染予防 

対策をとること。 

○自宅の非常持出袋の中身の確認・補充をしておくこと。 

 

（避難所へ持参していただきたい物（例）） 

☑食糧 ☑マスク ☑アルコール消毒薬 ☑体温計 

☑飲料水 ☑常備薬・お薬手帳 ☑日用品 ☑歯磨きセット 
☑携帯トイレ ☑上履き ☑ごみ袋   等 

 

（５）避難所利用者登録票への事前記入・指定避難所等への持参 

○指定避難所の受付における避難者同士の混雑を避けるため、受付時に記入する「避難所 

利用者登録票」【様式１】への事前記入及び指定避難所へ持参すること。 

 

（６）避難前に自身の健康状態の確認 

○指定避難所内の感染拡大の防止のため、感染症の軽症者等、安全確保が可能な場合は在

宅避難・親戚や知人宅等への避難を検討する。 

○自宅や親戚宅等の安全が確保できない場合は、指定避難所へ避難する。 
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○感染症の軽症者等や、以下の症状がある方が指定避難所へ避難した際は、受付時にその 

旨を必ず伝えること。 
 

（目安） 

☑息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある 

場合 

☑重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

☑上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 
 

 

 ３ スペースの確保  

指定避難所における感染拡大の防止のため、避難者受入れの各スペースを確保します。 

 
 

（１）受付スペースの確保【資料１】 

○避難者の健康状態を事前に確認して避難者のスクリーニングを行うため、受付スペース 

を確保する。 

○設置場所は屋外を基本とするが、天候や避難状況などに応じて設置場所を決定する。 

○受付待ちの避難者間の間隔は2ｍ確保を基本とする。 
 

（２）居住スペースの確保【資料２】 

 （健常な避難者向け） 

○発熱や体調不良でない健常な避難者向けに、居住スペースを確保する。 

○避難者の区画は、「家族・世帯単位」を基本とし、人数に応じて区画の広さを調整する。 

○避難者の区画割りは、テープによる区画表示や避難状況等に応じて間仕切り等を用いて 

区分けする。併せて、必要に応じて管理上のスペース名称や区画番号を付ける。 

区画の参考：1･2人世帯→2ｍ×2ｍの1区画／3･4人世帯→3ｍ×3ｍの1区画 

○避難者間の間隔は1ｍ確保を基本とする。【感染症：国県内発生・市内未発生期】 

  ○避難者間の間隔は2ｍ確保を基本とする。【感染症：国県内発生・市内発生期】 

○感染症：国県内発生・市内未発生期で間仕切り等を用いる場合は、避難状況等に応じて 

避難者間の間隔を空けないことも可とする。（市内発生期は1ｍ以上の間隔を確保） 

○通路の幅は、2ｍの間隔を空ける。 

  ○避難状況・必要に応じて、居住スペースの分散対応を行う。 

（専用スペースとは別階・別棟を基本として、教室や会議室などへのスペースの拡充） 
 

（３）専用スペースの確保【資料３】 

（発熱等の症状がある避難者・感染症が疑われる避難者等向け） 

○発熱の症状や体調不良がある避難者及び感染症の軽症者等や感染症が疑われる避難者 

向けに、専用スペース（個別空間）をそれぞれ確保する。 

（困難な場合は、同専用スペースのなかを間仕切り等で区画割りする。） 

  ○専用スペースは、特別教室、会議室等を想定する。 

（風水害時は、「学校の普通教室」は専用スペースとしての利用を極力避ける。） 

  ○健常な避難者とは別のトイレ・手洗い所をそれぞれ確保し、可能な範囲で移動の際の 

動線も健常な避難者とは別にそれぞれ確保する。 

  ○専用のトイレ・手洗い所が確保できない場合は、簡易トイレの使用や使用時間を健常な 

避難者と分けて使用するなどして対応するとともに、使用後は必ず消毒する。 
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（４）その他のスペースの確保 

（車中泊・テント泊の健常な避難者向け・食事スペース） 

  ○指定避難所内の施設屋外（グラウンド・駐車場等）に、車間に配慮しつつ区画割りする。 

○状況に応じて可能な場合は、施設内の居住スペースにテント泊することも可とする。 

○食事スペースは、飛沫感染等防止のため、できる限り占用スペース内での食事とするが、 

   食事場所を別途設置する場合は、向かい合わせの配置を避けたり消毒の徹底等の工夫を 

行う。 

 

（５）共通事項 

○指定避難所内施設のスペース利用及び物品の使用等について、関係する施設管理者と 

事前の調整・協議を行うよう努める。 

 

 ４ 必要物品の確保  

指定避難所における感染拡大防止対策として必要となる衛生・感染症対策物品を確保します。 

 

表 必要物品リスト 

No. 品名 No. 品名 

1 アルコール消毒薬 11 マルチシート 

2 マスク 12 ポール 

3 使い捨て手袋 13 養生テープ 

4 使い捨て防護服 14 嘔吐物処理セット 

5 フェイスシールド 15 除菌シート 

6 体温計（非接触型・接触型） 16 蓋付きゴミ箱（ゴミ袋含む。） 

7 間仕切り（段ボール・プラスチック） 17 簡易ベッド 

8 消毒用エタノール 18 エアーマット 

9 ハンドソープ 19 ワンタッチパーテーション 

10 ペーパータオル、ぞうきん   

 

※現状、指定避難所には公的備蓄物品の一部を分散備蓄しているが、基本的には拠点備蓄倉庫 

からの配付予定となっており、現地搬送までに時間を要することが想定される。 

※物品が不足する場合等は、市災害対策本部（防災対策課）、市感染症対策本部（市健康課）

及び施設管理者等と調整を図り、市の現有備蓄物品（指定避難所物品を含む。）で臨機応変

に対応する。 

※避難所運営従事者は、指定避難所における物品の使用状況等に併せ、適宜、市災害対策本部 

（防災対策課）と連絡・調整・補充等を行う。 

※福祉避難所（崋山会館〔風水害避難所〕を除く。）における必要物品は、施設管理者及び市 

災害対策本部（福祉班）を中心に確保する。 
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 第２章 初動期の対応  

 １ 避難所運営従事者の感染防止対策  
指定避難所における感染拡大の防止のため、避難所運営従事者は、自らの健康状態を確認 

しつつ、状況に応じた対策をとります。 
 

（１）避難所運営従事者の避難前の留意事項【第1章2（6）参照】 

○指定避難所における感染拡大の防止のため、感染症の発症の疑いがある場合は、指定避 

難所等へは行かない。 

  ○その場合、市職員（避難所担当職員）は、市災害対策本部（防災対策課）へその旨を 

必ず連絡する。 
 

（２）避難所運営従事者の運営時の留意事項 

  ○避難所運営従事者は、状況に応じて衛生・感染症対策物品や施設物品などを用いて感染 

防止対策をとり、指定避難所の運営を行う。 

  ○感染症対策物品（手袋・防護服等）の着脱時は、感染防止に留意する。 
 

 ２ スペースの設置  

指定避難所内における避難者の各スペースを設置します。 
 

（１）受付の設置（避難者のスクリーニング） 

  ○避難所運営従事者は、衛生・感染症対策物品や施設物品などを用いて設営を行う。 

○避難所運営従事者は、マスク等を着用して受付を行う。 

○避難者から必ず「避難所利用者登録票」の記入提出及び検温を行い、健康状態等の確認 

を行う。 

○受付時における避難者の健康状態の確認結果により避難スペースを決定し、案内する。 

○感染症の軽症者等や以下の症状がある方が避難してきた場合は、自宅等への避難案内や 

医療機関への受診案内などを行う。 

その間、当該避難者には、指定避難所内の屋外や車中（他の避難者と接触がない場所） 

で待機してもらう。  

併せて、市災害対策本部（防災対策課及び健康課）に報告し、情報共有を図る。 

☑息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある 

場合                                                

☑重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

    ☑上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

○上記の場合で他の避難先や受診先がない場合及び上記以外の症状のある方（発熱や体 

調不良のある方）は、専用スペース（個別空間）に避難・待機させるが、状況に応じて、 

医療機関への受診を勧める。 

当該避難者の専用スペースへの動線は、健常な避難者と可能な限り切り分ける。 

○専用スペース（個別空間）の満室や車中待機等が困難な場合は、市災害対策本部（防災 

 対策課）に連絡し、別の指定避難所等を案内する。 

（２）居住スペース・専用スペース・その他のスペースの設置 

○避難所運営従事者は、関係する施設管理者及び地域コミュニティと事前の調整・協議を行 

い、場所を決定する。 

○避難所運営従事者は、衛生・感染症対策物品や施設物品などを用いてスペースの設営を 

行う。 
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○発熱者や体調不良者、感染症の軽症者等や感染症が疑われる避難者等への対応は、感染 

リスクの軽減のため、避難所運営従事者の中で役割分担を行い、可能な範囲で専任・固 

定化して行う。 

  ○間仕切り・プライベートルーム・ワンタッチパーテーションは、専用スペースへの設置 

を優先する。（状況に応じて居住スペースへも設置する。） 

○車中泊・テント泊を希望する健常な避難者がいた場合、避難所運営従事者は、受付時に 

当該避難者に対して指定避難所のルール等の説明を行い、感染拡大防止・健康二次被害 

防止対策の励行を徹底させる。 
 

 

 

 ３ 避難所運営の留意点  

指定避難所における感染拡大の防止のため、避難者及び避難所 

運営従事者の体調・健康状態に留意しつつ、運営します。 
 

（１）定期的な体調管理・健康状態の確認 

○避難者及び避難所運営従事者は、毎日「健康状態チェックシート【様式２】」により、 

体調・健康状態を確認する。（1日3回の検温・健康確認の実施） 

  ○避難者及び避難所運営従事者は、健康状態の急変について、お互いが素早く察知できる 

ように留意する。 

○発熱や体調不良のある方が発生した場合は、当該者は避難所運営従事者に報告し、専用 

スペース（個別空間）に移動させ、経過観察する。状況に応じて、医療機関への受診を 

勧める。 

  ○避難所運営従事者は、発熱や体調不良、感染症の発症の疑いのある方等が発生した場合、 

「体調不良者等名簿【様式３】」を作成し、管理する。 

必要に応じて、市災害対策本部（防災対策課及び健康課）に報告し、情報共有を図る。 
 

（２）感染症の発症の疑いのある方が発生した場合 

○指定避難所において、感染症の発症の疑いのある方が発生した場合、直ちに医療機関へ 

の受診案内を行い、併せて、市災害対策本部（防災対策課及び健康課）に報告し、情報 

共有を図る。  

○避難所運営従事者は、移動等準備が整うまでの間、当該避難者は、専用スペース（個別 

空間）、避難所内の屋外又は車中で待機させる。 

 

（３）手洗い・咳エチケット等の感染症対策の徹底（避難所内ルールの順守） 

○避難者及び避難所運営従事者は、マスクの着用・手洗い・咳エチケット等を励行し、感 

染防止対策を徹底（避難所内ルールの順守）する。 

 

 

（アルコール消毒薬の設置場所） 

☑受付 

☑トイレの近く 

☑食事を準備する場所 

☑食事を行う場所の近く 

☑避難所内の必要箇所 

 

（咳エチケットとは） 
○咳をしている人にはマスクを着用してもらう 

○咳をしている人にはティッシュを提供する 

○咳やくしゃみをするときは、腕や袖で押さえるように指導する 等 
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（４）衛生環境の確保 

  ○避難者及び避難所運営従事者は、定期的・使用後・目に見える汚れを見つけたとき等 

清掃・消毒を実施する。 

  ○避難者の占用スペース内は、避難者自らで清掃・消毒を行ってもらう。 

○一般ゴミと感染症ゴミは分別して管理する。 

○感染症ゴミは、蓋付きゴミ箱（ゴミ袋装着）に捨てる。 

○ゴミ収集の際は、マスク・使い捨て手袋を着用して作業を行う。 

○清掃・消毒・ゴミ処理を行ったあとは、必ず手洗いを行う。 

 

（清掃場所） 

☑トイレ・炊飯場・洗面所 （毎日・必要なとき） 

☑居住スペース      （1日1回以上・必要なとき） 

☑こぼれたもの      （都度速やかに） 

☑その他         （必要なとき） 

 

（消毒場所） 

☑食事を準備する場所（調理台等） 

☑オムツを替える場所の表面 

☑嘔吐物や血液、便等の体液・排泄物で汚染された場所の表面 

☑洗面所、その他 

 

（５）十分な換気の実施 

○気候上可能な場合は常時2方向以上の窓・ドアを開閉して行うが、困難な場合は定期的 

（30分に1回数分間程度）に窓・ドアを開放するなど、可能な範囲で換気を行う。 

○換気扇がある場合は、換気扇と窓・ドアの開閉を併用する。 

 

（６）避難者及び避難所運営従事者の健康二次被害への配慮 

○避難所生活や種々の行動自粛等の環境の激変から、心身の体調を崩すことを防ぐため、 

避難者（避難所運営従事者を含む）に対して定期的に適度な運動等を促す。 

○市災害対策本部（健康課）は、必要に応じて保健師等を避難所に派遣し、避難者の巡 

回健康相談を行うほか、口腔ケア・感染予防・体操等健康二次被害予防の啓発を行う。 

 

 ４ その他の留意点  

（１）指定避難所等の開設時における避難所内での周知・啓発 

○避難所内における感染拡大を防止するため、避難所でのルール【資料４】や感染症予防・ 

手指衛生・咳エチケット等の掲示物を多くの人の目に入る場所等に掲出し、感染防止対 

策の徹底（避難所内ルールの順守）を促す。 

 

（２）福祉避難所における対応 

○福祉避難所への避難者に、感染症の発症の疑いが発生した場合は、指定避難所と同様の 

対応をとる。 

 

（３）感染症の発症の疑いがある方等への留意事項 

○感染症は誰もが感染する可能性があるため、当該避難者への偏見や差別が生じないよう 

に配慮する。 
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○それぞれの方への人権に配慮し、「感染者を排除するのではなく、感染拡大防止対策上 

の対応であること」について、避難者及び避難所運営従事者に周知徹底する。 

 

（４）指定避難所等の統廃合時における留意事項 

○状況に応じて、指定避難所等を統廃合する場合は、専用スペースからの避難者等の移送 

方法について、市災害対策本部（防災対策課及び健康課）と十分確認のうえ対応する。 

○スペースとして使用した各部屋や共用部分は十分な換気及び消毒等を行う。 

 

 その他  

（１）平常時からの感染症の発生・拡大の防止のための市民周知・啓発 

○市感染症対策本部（市健康課）が中心となり、平常時等から市内における感染症の発生・ 

拡大の防止のための周知・啓発を行う。 

 

（２）主な関係連絡先 

  ○田原市災害対策本部（防災対策課＝本部事務局）     0531-23-3548 

○田原市災〃対策本部（健康課＝救護班）         0531-23-3515 

○    〃    （地域福祉課・高齢福祉課＝福祉班） 0531-23-3512 

○    〃    （消防署＝指揮班・警防班）     0531-23-0119 
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様式１（避難所利用者登録票） 
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様式２（健康状態チェックシート） 
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様式３（体調不良者等名簿） 
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資料１（受付のレイアウト例） 

 

受付のレイアウト（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受付の準備】 
●受付用机・消毒用机・マルチシート・ポール・テープ・避難所利用者登録票・マスク・ 

アルコール消毒薬・非接触型体温計・ゴミ箱により、受付の設置を行う。 

●シートが設置できない場合は、受付者と避難者は一定の距離を保つよう設置する。 

●必要に応じて、避難者の受付待ちの間隔を、テープ等により一定間隔で目印をつける。 

●受付者は、マスクを着用する。 

（状況に応じて、適宜、フェイスシールド・使い捨て手袋・使い捨て防護服を着用する。） 

【受付の実施】 
●避難者へマスク着用の声掛けを行う。（忘れた方にのみ避難所備蓄物品の配付） 

 避難者へアルコール消毒薬による手指消毒の声掛けを行う。 

○避難者は、マスクを着用して距離をあけて並び、大声で話さない。 
○避難者は、アルコール消毒薬で手指を消毒する。 

○避難所利用者登録票を記入・提出する（健康状態の確認）（事前記入・持参も可） 

●非接触型体温計により避難者の検温を行う。 

●受付者は、避難者の避難所利用者登録票・検温の結果から、該当するスペース等へ案内 

する。 

●受付者  ○避難者 

  受付者  

□ 車中待機・施設屋外待機 

（感染症の軽症者等） 

（感染症の疑いのある方） 

□ 発熱者等 

→状況に応じて自宅・親戚宅等への避難 

→状況に応じて医療機関への受診 

【避難所】 
□ 居住スペース （健常な避難者等） 

□ 専用スペース （発熱者等、要配慮者） 

（感染症軽症者等） 

□ 車中・テント泊（健常な避難者等） 

避難者のスクリーニング・案内 

 避難者  

２ｍ ２ｍ 
２ｍ 

アルコール消毒薬の設置 

テープ張り（２ｍ間隔） 

重要 

飛沫対策シートの設置 

受付物品の配置 

  ゴミ箱  

避難所利用者登録票の設置（可能であれば） 
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資料２（居住スペースのレイアウト例） 

 

居住スペースのレイアウト（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●避難所ごと実情・避難状況に応じて、区画割りを行う。 

●避難者の区画は、「家族・世帯単位」を基本とし、人数に応じて区画の広さを調整する。 

●避難者の区画割りは、テープによる区画表示や避難状況等に応じて間仕切り等を用いて

区分けする。併せて、必要に応じて管理上のスペース名称や区画番号を付ける。 

区画の参考：1･2人世帯→2ｍ×2ｍの1区画／3･4人世帯→3ｍ×3ｍの1区画 

●避難者間の間隔は1ｍ確保を基本とする。【感染症：国県内発生・市内未発生期】 

●避難者間の間隔は2ｍ確保を基本とする。【感染症：国県内発生・市内発生期】 

●感染症：国県内発生・市内未発生期で間仕切り等を用いる場合は、避難状況等に応じて

避難者間の間隔をあけないことも可とする。（市内発生期は1ｍ以上の間隔を確保） 

●避難者同士が対面とならないよう配慮する。 

●状況に応じて、居住スペースの分散（教室や会議室などへのスペースの拡充）を行う。 

２

ｍ 

２ｍ ２ｍ ３ｍ 

３

ｍ 

テープ等による区画表示 

（通路＝２ｍ） 出入口（扉の開放） 

（１ｍ以上） 

間仕切りによる区画 

○ｍ 

（１ｍ以上） 
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資料３（専用スペースのレイアウト例） 

専用スペースのレイアウト（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【物品の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

●発熱の症状や体調不良がある避難者及び感染症の軽症者等や感染症が疑われる避難者向

けに、専用スペース（個別空間）をそれぞれ確保する。（困難な場合は、同スペースのな

かを間仕切り等で区画割りする。） 

●専用スペースは、特別教室、会議室等を想定する。（風水害時には、「学校の普通教室」は 

専用スペースとしての利用を極力避ける。） 

●健常な避難者とは別のトイレ・手洗い所をそれぞれ確保し、可能な範囲で、移動の際の 

動線も健常な避難者とは別にそれぞれ確保する。 

●専用のトイレ・手洗い所が確保できない場合は、簡易トイレの使用や使用時間を健常な 

避難者と分けて使用するなどして対応するとともに、使用後は必ず消毒する。 

●発熱者や体調不良者感染症の軽症者等等の避難者への対応は、避難所運営従事者のなか

で役割分担を行い、可能な範囲で専任・固定化して行う。 

●間仕切り・ワンタッチパーテーション等は、専用スペースへの設置を優先する。 

〔プライベートルーム〕 
現状、風水害避難所に1基保管 

※専用スペースでの利用を想定 

〔ワンタッチパーテーション〕 
現状、風水害避難所に1基保管 

※専用スペースでの利用を想定 

〔間仕切り（プラスチックタイプ）〕 
現状、指定避難所に2基以上保管 

※専用スペース等での利用を想定 

〔間仕切り（段ボールタイプ）〕 
現状、指定避難所に20枚以上保管 

※居住スペースでの利用を想定 

〔簡易ベッド〕 
現状、指定避難所に2基以上保管 

※専用スペース等での利用を想定 

〔テント間仕切り〕 
現状、指定避難所に2基以上保管 

※専用スペース等での利用を想定 
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資料４（避難所でのルール） 
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感染症にならないために、できること 


